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第三者割当による第2回無担保転換社債型新株予約権付社債の転換完了及び 
第14回新株予約権の行使完了に関するお知らせ 

 
 

当社が2018年7月18日に発行した第2回無担保転換社債型新株予約権付社債（以下「本転換社債」といいま

す）及び第14回新株予約権（以下「本新株予約権」といいます）について、本日をもってすべての転換および行使

が完了しましたので、お知らせします。 
 
本転換社債の発行・転換及び本新株予約権の発行・行使により、当社は合計約685百万円の資金を調達しま

した。 
この資金は、当初予定していた資金使途①抗癌剤候補化合物CBP501臨床第1b相拡大相試験費用（臨床試

験管理進行受託専門業者（CRO）費用、臨床試験実施施設費用、併用薬剤費及び追加製剤費用等）及び②基礎

研究費用に充当します。 
CBP501臨床第1b相拡大相試験は、既報のとおり2019年1月にFPI（最初の被験者への投与開始）が行われ、

その後も順調に進行しています。今般の資金調達によって、当該拡大相試験終了までの資金を十分に確保する

ことができました。 
 
なお、本新株予約権による調達額は、2019年1月に実施した行使価額修正により、当初の予定よりも約127

百万円減少しています。 
そのため、当初予定していた資金使途③CBP-A08前臨床試験準備費用（CBP-A08最適化の最終検討に係

る類縁体合成費用、前臨床試験に使用する薬剤の製造に係る分析・評価費用、製剤化及び安定性試験費用等）

への充当は見送っております。 
 
上記のほか、本転換社債及び本新株予約権の発行に関する詳細については、2018年7月2日公表『第三者

割当による第2回無担保転換社債型新株予約権付社債及び第14回新株予約権の発行並びにコミットメント条項

付き第三者割当契約の締結に関するお知らせ』、同日公表『（訂正）「第三者割当による第2回無担保転換社債型

新株予約権付社債及び第14回新株予約権の発行並びにコミットメント条項付き第三者割当契約の締結に関する

お知らせ」の一部訂正』、並びに2019年1月21日公表『第三者割当による第2回無担保転換社債型新株予約権

付社債の転換価額及び第14回新株予約権の行使価額の修正決定に関するお知らせ』をご参照ください。 
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